
広島大学附属三原学校園研究紀要　第3集　2013　pp．227－232

外国語科

英語での「発信力」を育成する指導

一
「日本文化紹介」の授業を通して一

小廣川和恵

1　はじめに

　生徒たちは急速に進む情報化・国際化社会に生

きている。インターネットの普及により，国境を

越えて膨大な情報を容易に入手したり，世界中の

人々とメールやテレビ電話を使って瞬時に通信で

きたりする時代である。英語での受信のみならず

発信する力が今後益々必要となってくる。また，

将来外国人と直接コミュニケーションを図る機会

も増えるであろう。その際には，相手国の文化を

尊重しつつ，自国の文化についても語り，相互理

解できることが大切である。

　今年度から全面実施されている学習指導要領外

国語には，改訂の基本方針Dとして次のようにあ

る。

更に，これらの4技能を統合的に活用できるコ

ミュニケーション能力の育成が求められている。

　本学校園9（中学3）年生の生徒は6月に広島

平和記念公園で外国の方々との交流（エスコート

プロジェクト）2）を経験した。その際の事前事後

調査によると，　「相手の方と会話を続ける自信が

ある／続けることができた」という項目の肯定的

評価は，事前の15％から事後の63％と大きく伸び

た。実際に外国の方々とコミュニケーションを

図ったことで，自信をっけた生徒が増えた。一方

で，　「相手のことを考え，内容を整理し，わかり

やすく伝えることができるであろう／伝えられ

た」という項目に関しては，事前の46％から38％

へと下がっている。このことから，伝えたい内容

や自分の考えを整理して話す練習が更に必要であ

るということがわかった。

　そこで本研究では，英語での「発信力」を育成

する指導の実現に向け，生徒が学んだことを活用

し，伝えたいことを文章に書いてまとめ，スピー

チとして発信するまでの学習について考察する。

「日本文化紹介」の授業実践を検証することで，

効果的な指導方法について再考したい。

2　研究の方法

（1）対象生徒

　広島大学附属三原中学校9（中学3）年生81

名を対象とした。

（2）めざす子どもの姿

　課題を踏まえ，実際のコミュニケーション場面

で伝えたいことを英語で発信できるようにするた

めに，本学校園中学校のめざす子どもの姿を次の

ようにした。
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（3）指導計画

　今年度，本学校園外国語活動部会において，小

中5年間の繋がりを考えた系統的な学習指導を目

指し，主に外国語表現の能力を高めるための言語

活動を設定し，プロジェクトとしてカリキュラム

成の分析，書くポイントの箇条書き，関わりや気

持ちを加えた原稿作成，最終的なスピーチという

流れである。

表3　本単元までの関連した学習内容

日本文化に関する本文 文法事項や文章の特徴の中に位置づけた3）。9年生のプロジェクトは表

2のとおりである。

　　　　　　　表2　プロジェクト

Pr・gram5「回転寿司」 「cal1＋目的語＋補語」

起源や特徴の表し方

図やグラフの説明の仕方

Pr・gram6「漫画」

　　　　　「けん玉」

「分詞の後置修飾」

調べたことを報告する
月 活動名 言語活動内容

言語の使用場

面・言語の働き Challenge2「茶道」 専門的な詳しい説明

感想の述べ方

6
月
　

①エスコー

トプロジェ

クト

外国の方々に対して，

広島平和記念公園内
を英語で案内すると
ともに，平和に対する

考えを伝える。

相手の行動
を促す／コ

ミュニケー

ションを円

滑にする

My　Project8
（本単元）

「ハロウィーン」

文章構成の分析

書くポイントの箇条書き

関わりや気持ち

11

月

②ビデオレ

ター：

英語で日本

文化発信

文通相手やエスコー
トでお世話になった
人に，身近な日本文化

を英語で紹介する。

情報を伝え
る

2
月

③英語で自

分を語る

様々な場面で，自信を

もって英語で自己を
語る。

気持ちを伝
える／考え

や意図を伝
える

（3）単元の目標

○聞き手が理解しやすくなるように，工夫して話

　す。　（コミュニケーションへの関心・意欲・態

　度）

∩閣去王左音識1で　強謂1弁り糧り仮1キリi

（4）調査時期と授業実践の概要

　本研究では，3つのプロジェクトのうちの2つ

目「ビデオレター：英語で日本文化発信」を取り

上げる。6月のエスコートプロジェクトで交流し

た外国の方々に対して，ビデオレターで「日本文

化を紹介する」ということを最終ゴールとして設

定し，11月に研究授業を行った。

3　単元について

（D単元名

　　「日本文化を紹介しよう」4）

（2）単元観

　本単元は，地域の行事や祭りなどの伝統や文化

を紹介する単元である。生徒は，これまでに「寿

司」　「マンガ」　「けん玉」等についての説明文を

学習し，　「call＋目的語＋補語」や「分詞の後置修

飾」等，説明する際に便利な表現方法を学んでい

る（表3）。本単元では，まとまった文章を書く

手順がスモールステップで示されている。文章構

○聞き手を意識して，強調したり繰り返したりし
　て話すことができる。　（外国語表現の能力）

○内容的にまとまりのある文章を書くことができ

　る。　（外国語表現の能力）

○「call＋目的語＋補語」や「分詞の後置修飾」等

　の既習事項の文を活用する。　（言語や文化につ

　いての知識・理解）

（4）単元計画

第1次：モデルスピーチの内容理解と文章構成の

　　　　分析

第2次：日本文化紹介の原稿を書く

第3次：スピーチ原稿を推敲する

第4次：相手に伝わる話し方を練習する

第5次：外国へ送るビデオレターを作成する

4　授業実践

（1）第1次：モデルスピーチの内容理解と文章構

　　成の分析

Step1…モデルスピーチの内容理解　　　【聞く】

シンプルな文章と詳しく書かれた文章の比較
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　　れることができるトピックを選ぶことを条件とし

　　た。

　　　生徒が選んだトピックを次に示す。

　まず，最終ゴールである「日本文化の紹介」の

モデルを示し，文章構成を押さえた。導入で，モ

デルスピーチを簡易化したもの（モデル1）と，

具体的に説明したもの（モデル2）とを2段階に

分けて提示し，比較させ，より分かりやすく文章

を書くにはどのような情報を付け足せばよいか，

どのように工夫をすればよいか等を生徒に考えさ

せた。詳しく説明するための後置修飾や目的を表

す不定詞，副詞などが効果的であることに気づく

発言が見られた。

【年中行事】…正月（6），年賀状，お年玉，

正月のゲーム，節分，ひな祭り（3），七夕，

大晦日（2）　【祭り】…花見，盆祭り，

やっさ祭り，神明市，祇園祭り，亥の子祭り

【伝統芸能】…獅子舞，歌舞伎（2），舞妓，

和太鼓　【衣装】…着物　【食べ物】…
おせち料理（6），寿司（5），もち（2），おにぎり，

和菓子　【道具】…扇子，はし
【伝統文化】…茶道（4），華道，書道（2）

【遊び】…けん玉（2），羽根突き，お手玉，

コマ　【スポーツ】…相撲（2），空手（2），

剣道，サッカー

ジブリ，ギャルゲー

スカイツリー

【季節】…四季

【漫画】…漫画，アニメ（3），

　　【名所】…東京タワーと

【文化財】…仏像

　Halloween　is　a　special　day．　It　is　a　very　old

festival．　　People　built　fires，　and　they　wore

Inasks　and　costumes．　　These　traditions　were

brought　to　North　America　and　are　enjoyed　today．

モデル1（シンプルな文章）

　Halloween　is　a　special　day　celebrated　on

October　31．　　　　Some　eo　le　think　it　is　a　very

old　festival　celebrating　the　harvest．　　People

built　fires，　and　they　wore　masks　and　costumes

to　co　　　the　bad　s　irits．　　These　traditions

were　brought　to　North　America　in　the　19th

幽　and　are　still　enjoyed　today・

モデル2（詳しく書かれた文章）

（2）第2次：日本文化紹介の原稿を書く

　生徒はマッピングで思考を整理した後，文章作

成に取りかかった。自分との関わりや気持ちを入

　説明文は事物が主語になる場合が多く，受け身

の使用頻度が高くなる。書きたい気持ちはあるが，

どのように説明すればよいか悩んでいた生徒もい

た。書く手立てとして，説明する際に便利な表現

のリストを与えたり，教科書の日本文化に関する

本文を読み返してヒントを得るよう助言したりし

た。

＊絵や写真などがあって，名前を紹介するとき

　□「これは～と呼ばれます」This　iscalled～．

　□「それは～と呼ばれる日本の…です」
　　　It’　s　a　Japanese…　　called　a　～．

＊英語圏の国に似たようなものがある場合・説明

　□「それは～に似ています」It’slike～．

　□「それは～の一種です」It’sakindof～．

　□「日本では，私たちはそれを～と呼びます」

　　　　　　　　　　　　　　～　　　In　Japan，　we　call　it

　□「それは～を意味します」It　means～

＊使用場面・目的

　□「～するときに使われます」
　　　It’　s　used　when　we～．

　□「～するために使われます」It’sused　to～．

　□「～だけを使います」We　only　use～

＊日時

　□「～に開催されます」　It　is　held　on～

　□「～は…に祝われる特別な日です」
　　　～is　a　special　day　celebrated　on　…　．

　□「人々は…の夜に～を祝います」

　　　　　　　　　　　　　　　　people　celebrate　　on　the　night　of　…
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　次のそれぞれの英文は「お年玉」や「お正．月」

を紹介した生徒の作品である。　「call＋目的語＋補

語」や「分詞の後置修飾」等の既習事項の文を活

用して書いている。
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（3）第3次：スピーチ原稿を推敲する

　原稿の内容を推敲する際，原稿作成には個人差

があり，個別指導も必要となった。個人が選んだ

テーマによっても書きやすさや書きにくさがあっ

た。

　例えば，扇子について用途を説明した生徒は，

比較的短時間で容易に書くことができていた。

show　and　tellをイメージしやすく，興味を引く

導入が工夫されている。しかし，自分との関わり

や気持ちとなると，記述が少ない。

　歌舞伎について調べていた生徒は，英文にまと

めて書くための時間を要していた。時代や道具の

説明から役者の名前まで，日本語でも説明が難し

い部分がある。習った英語で書いて表現できるよ

うにするため，情報の取捨選択が必要であった。

発表の際にも，日本文化を知らない外国の方が理

解できるように，図や写真を効果的に示す等の工

夫がいった。
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　アニメが好きな生徒は，辞書を使って時間をか

け，意欲的に自分の書きたいことを書き連ねてい

た。自分との関わりについては思いがたくさん

入っていて，気持ちが伝わってくる文章である。

しかし説明としては，あるアニメ会社を紹介し，

アニメ作品の名前しか書かれておらず，アニメの

歴史や特徴をわかりやすく伝える工夫が少ない。
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　次の作品は同じアニメの紹介である。文章量は

少ないが，「1秒間に24枚の絵を使う」という文

を書いており，アニメのことを知らない相手を想

定して，アニメの特徴を伝えている。それぞれの

良さと課題がある。推敲段階で同じテーマの作品

を読み合うことは，内容が似通ってくる可能性が

あるために行わなかったが，完成段階で説明を聞

き合うことで学びが深まると考える。
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（4）第4次：相手に伝わる話し方を練習する

　本時は，公開研究会で行った授業である。スピー

チを行う準備段階としてペアやグループでの練習

で，「聞き手が理解しやすくなるように，強調し

たり繰り返したりしながら日本文化を紹介する」

ことを目標とした。ALTの協力のもと，テレビ電

話を使って相手意識を持たせる予定であったが，

音声不具合のため，予定を変更した。強調するこ

とは意識できるが，繰り返すことは相手が理解し

ているかどうかを確認しながら判断することなの

で，難しかった。また，本時では生徒の自己評価

項目が多い上に，重点目標と自己評価項目が一致

していなかったため，目標が絞り込めていなかっ

たことが課題として挙がった（表4）。　「スピー

チを行う」という最終活動に向けて，授業ごとに

目標を明確にし，計画的に指導と評価を行うこと

の重要性を再認識した。

　　　　　表4　自己評価と振り返り

C評価 B評価 A評価

声の大きさ 0％ 18％ 82％
イントネーション 0％ 40％ 60％
アイコンタクト 3％ 37％ 60％
表情 0％ 34％ 66％
ジェスチャー 0％ 20％ 80％
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（5）第5次：外国へ送るビデオレターを作成する

　最終的に全ての生徒が個別にビデオ撮影を行い，

日本文化を紹介した。実物投影機を用い，小道具

や絵を大きく写しながらshow　and　tellを行った。

発表は1人あたりおよそ40秒から1分かかる。今

回全員のビデオ撮影をしてみて，1回で合格する

ことは少なく，2，3回の撮影をした。教室では，

ペアやグループで十分スピーチ練習の時間をとっ

たが，個別に確認すると間違った発音やイント

ネーションが多数あった。全てを修正することは

難しかったが，短い時間でも個別のスピーチ指導

を行い，生徒は英語でそれぞれ日本文化を説明す

ることができた。

（6）その後：ビデオレターでの交流

　エスコートプロジェクトのお礼と合わせて日本

文化紹介を入れたビデオレターを作成した。関

わっていただいた先生方に，グループ別に全ての

生徒のビデオを編集することができればよかった

が，時間的に難しかったため，代表で学校や三原

と関わる文化紹介を3点編集した。

　その後アメリカの先生方に見ていただくことが

でき，ビデオレターの返事をいただいた。生徒の

感想から，これまで行ってきたプロジェクトの取

り組みや学習内容が有意義に捉えられ，英語でコ

ミュニケーションを図ることに対しての意欲の高

揚がうかがえる。

5　成果と課題

　成果として，　「発信力」を育成する観点から，

外国人にビデオレターで日本文化を紹介するとい

う場面設定により，一方的なスピーチではなく，

「外国人の先生方に日本文化を紹介するためにス

ピーチをする」という相手意識を持たせることが

できた。また，ビデオレターの返事をいただいた

ことで，生徒は英語で伝えたことへの達成感を得

ることができた。これらの経験を通して，コミュ

ニケーション意欲を一層高めることができたと考

える。また，英語で発信するために，それぞれの

生徒が伝えたいことは何か，伝えるためには何を

調べ，どのような準備をしなければならないかと

いうことを考えることができた。

　課題としては，文章推敲や練習の過程で，相手

にとって何が理解できて，何が理解できにくいか

等を考えさせる場面が不十分であった。公開研究

会での研究協議でも，相手意識を持たせる指導と

評価が課題として挙がった。相手意識を持たせる

ということは，相手の立場に立ってどの程度の内

容なら相手が理解できるか，具体的に説明するべ

き内容は何かを考えることや，相手にとっては聞

き慣れないことを説明する場合は，相手を気遣い

ながら話す工夫がいる。相手意識を育てる手立て

について，今後も研究していく。

　本研究では，英語での発信力の育成を目指し，

日本文化紹介の授業実践を通して，伝えたい内容

や自分の考えを整理して話すことができるように

するための効果的な指導について，指導過程を振

り返りながら考察してきた。生徒が将来「実際の

コミュニケーション場面で活用して，伝えたいこ

とを英語で発信できる」ことを目指して，成果と

課題を今後の指導に活かしていきたい。
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